
メディカルツーリズムとは？

患者が海外に渡航し滞在先の医療機関で
この現象はアメリ医療（治療）を受けること。

カやイギリスを中心に起こり、人間ドック、美容形成
手術、視力矯正、癌・心臓手術、臓器移植、再生医
療等を医療(治療)費が安価なアジア諸国等で受け
る人たちが増加している。

厳密な定義付けはされていないようだが、イメー
ジとしては、海外に渡航し、最高級ホテルクラスのア
メニティー、ファーストクラスのサービスに囲まれた
環境の中で高度な医療を低価格で受けるというもの。
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特集:メディカルツーリズム
あまり聞き慣れないが、海外においてメディカルツーリズム（Medical Tourism：国際的な医療旅行）という現象が
最近注目されている。簡単に言えば、患者が海外に渡航し滞在先の医療機関で医療（治療）を受けることを指すが、こ
れは、人間ドック、美容形成手術、視力矯正等から、がん・心臓手術、臓器移植、再生医療まで内容は様々である。滞
在先での医療（治療）はもとより、観光や一流ホテル並みの施設での入院・療養がセットになったパッケージツアーが
組まれているものもあり、メディカルツアーを計画する為のガイド本が出版されたりしている。
そもそも、他国に手術や検査といった医療サービスを求めるメディカルツーリズムは、医療（治療）費が高価なアメ
リカやＮＨＳ（Natioal Health Service）の制約により検査や手術までの待機時間が長いイギリス等から、自国よりも
医療（治療）費が安価でアクセスの良いインド、タイ、シンガポール、南アフリカ、最近では韓国、台湾等に渡航して
検査や手術を受ける患者が増加して来たことから起こった現象であり、いわゆる新興国は、この現象を産業振興・外貨
獲得の為の国策とし、海外からの患者受け入れに対応可能なインフラ整備を進めている。我が国においても一部の富裕
層の中に突出した医療サービスを提供する海外での治療を望む声があると言う。
今回は、なぜ医療のグローバル化が起こっているのか、メディカルツーリズムの仕組み、各国や我が国の取り組みや
現状をまとめた。

★ メディカルツーリズムによる市場規模は年々増大し、医療のグローバル化が進んでいるが、患者の流
動化に加えて医療従事者も流動化しており、そこには世界的に医療が二極化すること、すなわち医療
格差が拡がるリスクも潜んでいる。
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心臓病 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎

癌 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

不妊治療・生殖補助医療 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎

神経・脊柱 ◎ ◎ ◎

整形外科（全般） ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎

人工股関節全置換術 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

バーミンガム表面置換型
人工股関節置換術

◎ ◎ ◎

幹細胞研究 ◎ ◎

美容形成手術 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎

性転換 ◎ ○ ○ ◎

減量治療（肥満） ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

健康増進・代替療法 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○

歯科 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎

◎：メディカルツーリストの第１目的地
○：メディカルツーリストの第２目的地

ジョセフ・ウッドマン著「メディカルツーリズム」を基に作成

表-１ 疾病・手術、国別に見たメディカルツーリズム

なぜ海外に渡航するのか？

そ の 仕 組 み
現在、少なくとも３０ヵ国の国々が海外からのメディカルツーリストの受け○
入れに応じており、毎年１００万人を超える患者が海外へ渡航し他国の

メディカルツーリ医療機関で医療(治療)を受けていると言われている。
ズムによる世界市場規模は現在約２００億ドル(１兆８,０００億円)で４年
後には４００億ドル(３兆６,０００億円)に上ると試算されている。

○ 例えば、腹のたるみを取る手術でブラジル、心臓弁置換術でタイ、股関節
置換術でインド、不妊症の診断・治療で南アフリカ、歯の修復でメキシコ
、 。等 アジア諸国を中心にメディカルツーリストが世界各国へ渡航している

ドバイやフィリピン等は、国全体がメディカルツアーセンタ(※表-１参照)
ーになりつつある。

○ 最近では、メディカルツアーを企画する旅行会社やメディカル
ツアー・プランナーが個人に合わせて良質のプランを組んでく
れる また 海外の医療機関やメディカルツアー業者には医療(治。 、
療)費やツアー料金をローンで支払ったり、後払いできるところもある。

○ メディカルツーリズムは、通訳・宗教・習慣に関するサービス

の充実や渡航先の政情安定等を前提として、安価な・質の高い

医療(治療)を受けたい、時間・物理的アクセス制限を打破したい

という患者の欲求が、海外に渡航し医療(治療)を受けるという距

(※裏面の表-２参照)離的アクセス制限を上回った時に起きる。

○ アメリカでは、コスト削減を目的にマネジドケアがメディカルツー
その為、アジア諸国はリズムを推奨するケースが増えている。

マネジドケアの保険適用医療機関の基準とする医療機関認証組

織ＪＣＩ(Joint Commission International)の認証を受ける医

療機関が増加している。また民間医療保険のプランの中にメデ

ィカルツーリズムを組み、場合によっては渡航費用を支給する

保険会社もある。アメリカ医師会は、海外へのメディカル・ト

ラベルのガイドラインを作成しており、大手保険会社はそれを

参考にして給付対象を決定することもある。

■ 医療制度・保険等により事情は異なるが、アメリカ等の医療(治

療)費が高い国や美容形成手術、視力矯正、不妊・生殖補助医療

等、自国の医療保険でカバーされない医療(治療)は、滞在の為の交通費・



患者の流れ 患者が求めるもの 必要なもの

先進国→先進国 　高度な医療技術 多額な金銭

先進国→新興国 　安い医療(治療)費、アクセス

新興国→先進国 　高度な医療技術 多額な金銭

新興国→新興国 　高度な医療技術、アクセス 多額な金銭

表-２ メディカルツーリズムのパターン

タイ インド シンガポール マレーシア アメリカ 日本

心臓バイパス手術 99 90 167 81 1,170 460

心臓弁置換術 90 81 113 81 1,440 430

血管形成術 120 99 117 99 513 200

人工股関節置換術 110 80 110 90 387 100

子宮摘出術 41 27 54 27 180 55

膝関節置換術 90 77 117 72 360 60

脊椎固定術 63 50 81 54 558 63

ジョセフ・ウッドマン著「メディカルツーリズム」を基に作成

単位：万円(＄1＝￥90で計算)

※値は入院費用等にばらつきがあり、現在の為替レートで計算している為参考値とする

※日本については独自調査によるもの

表-３ 入院費を含む国別手術費用の比較（参考値）
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各国の取り組み

かつてのバーツ暴落の際に国内の医療インフラへの投資により経済復興を遂げた経緯があり、今や世界最大規模のメディカルツーリズムの国で

ある。また、メディカルツーリズム発祥の国と言われており、タイの医療は性転換手術なしには語れない程に有名で、世界中から患者が集まり

観光資源も多い。

★ イ ン ド
経済が急成長を遂げ、医療分野においても国をあげて海外から年間１５万人以上もの患者を受け入れている。メディカルツーリズム関連の産業

。 、 、 、が年間３０％の成長率で成長しており世界の先頭を走っている アメリカ等に留学した後に帰国し 母国で働いている医療従事者も多く また

もともとイギリス領であり英語が母国語並に話せる人が多い為、海外からの患者を受け入れやすい環境にある。

★ シンガポール ・マレーシア
シンガポールは２００３年に「Singapore Medicine構想」というキャンペーンの下に予算を投じ、医療サービスを海外にＰＲして、医療を最

大の武器と捉えて海外からの患者に対して良質な医療を提供することに力を入れている。２０１２年までに海外からの患者を年間１００万人受

け入れる体制を整え医療ハブ国家を目指している。マレーシアは、高度な医療(治療)や専門技術をシンガポールよりも安い費用で受けることがで

き、イスラム教国というメリットを生かして中東市場をターゲットにしている。両国共にイギリス領であった為英語が通じる。

★ 韓 国 ・台 湾

韓国は海外からの患者を見込んで医療機関が空港に隣接しており、特に日本人向けにＰＥＴ検診、美容形成手術・視力矯正を積極的にアピール

している。日本語のホームページやパンフレットがあり、日本語を話せるスタッフがいるところもある。韓国・台湾は歴史的経緯から我が国の

医療の影響も残っており、医療制度も国民皆保険制度に代表されるように多くの類似点がある。その韓国・台湾でもメディカルツーリズム戦略

を取る医療機関が増加している。

★ 日 本
国民皆保険や高額医療制度が整備されている為、患者が経済的なメリットを求めて海外に流出することがなく、また国内需要が多い為、現時点

では海外戦略もほとんど持っていないと言える。最近は富裕層向けにＰＥＴ検診ツアーを企画したり、ＪＣＩの認証を受けた医療機関が誕生し

たり、安価で質の高い我が国の医療を外需拡大させようとする動きがある。

宿泊費・食事代を含めても自国より海外に渡航して医療(治療)を

我受ける方が費用が節約できることが多い。 尚、(※表-３参照)

が国においては、国民皆保険や高額医療の制度が整備されて
いる為、医療(治療)が他国と比較して安価になることが多く、海
外に渡航しての医療(治療)に経済的なメリットが少ない。

■ 医療(治療)内容・設備・機器はもとより、空港までの送迎、豪華

な特別個室・食事、各国の母国語に対応したサービスデスク、

ケア付き療養リゾート、同伴者用の食事・宿泊の割引等の患者

サービスが整っている。

■ イギリス、カナダでは医療制度のシステムにより

検査や手術までの待機時間が長いことが社会問題

になっているが、海外に渡航し治療(医療)を受けれ

ばこの問題は解消される。また、自国で未承認の

手術や新薬を使用した医療(治療)を受けることができる。

○ 現在、メディカルツーリズムを国策で推進してい
るのはタイやシンガポール等のＧ７以外の国であ
る。こうした国々にメディカルツーリストとして
訪れる患者は、医療(治療)費の高いアメリカや
９.１１テロ事件以降アメリカへの入国が難しくな
っている中東の富裕層が大部分を占めている。

★ タ イ

メディカルツアーは、世界のグローバル化の一つの現象である。この現象は、自国の医療制度の下では得ることが出来ない
医療へのアクセスと高度なサービス等を求めて、患者が海外へシフトすることで、世界では、受け皿となることを国策として
進めている国もある。国民皆保険制度を基盤とする安価なコストと公平な医療へのアクセス、さらに最高水準の長寿社会を誇

、 。 、 、る我が国では 海外市場を視野に入れたメディカルツーリズム参入への動きはまだ少ない 臓器移植 保険適用外の美容形成
先端医療、高度・高価な医療サービスを求めて海外へ渡航する人たちがいる程度であるが、近年、徐々にではあるが、日本国
内でも医療のグローバル化の現象として、海外からメディカルツーリストを受け入れる旅行会社が設立される等の動きが始ま
っている。また、介護保険制度が施行され介護サービスの概念・システムが確立されている我が国は、例えば、高齢化
問題に直面する国々に対して介護サービスのノウハウ・人材を生かし、今後シニアビジネスを展開させることも可能かもしれない。
我が国の経済の牽引役であった自動車や電気産業に陰りが見える中、言葉や国民性、価値観や文化の違いを踏まえた患者の
受け入れ態勢の整備など、事業拡大への課題はあるものの、今後、医療分野が外貨獲得の手段の一つに位置づけられる可能性
は否定できない。タイや韓国等は、既にこの分野に積極的に進出しており、これらの国では観光とパッケージにした外貨獲得

。 、 、 「 」ビジネスとして展開してゆく傾向が強い 一方 日本人が海外での臓器移植を目的に各国へ渡航する 所謂 臓器移植ツアー
に対しては倫理面の問題が指摘され、国際的な批判も高まっている。また、医療グローバリズムの負の側面として、フィリピ
ン等で、医療従事者の多くが高収入を求めて海外に流出してしまった結果、医療機関が閉鎖に追い込まれる等、国内の医療の
空洞化が進んでいる。富裕層が海外のハイレベルの医療を享受するメディカルツーリズムが脚光を浴びる一方で、医療インフ
ラの基盤が脆弱な国は、国民が満足な医療を受けられるレベルになかなか達しないという、医療の格差が生まれている。
メディカルツーリズムに象徴される医療のグローバル化は、良きにつけ悪しきにつけ時代の趨勢として、我が国
でも国の医療制度の枠組みの中で、きちんとした意味づけがなされなければならない。




